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年の間にＡＲＴで２年以上追跡調査が可能であった 86 名の HIV-1 感染小児の後方視的解析を行
なった。血中ウイルス量、これらの児の末梢血 CD4+ T 細胞数、HIV-1 薬剤耐性関連アミノ酸変
異を年２回モニターした。 
 結果は以下のようにまとめられる。 
(1) 86名の HIV-1感染小児のうち 68名（79.1%）が治療成功例（ＡＲＴ治療２年後の血中ウイル
ス量（VL）<1,000 copies/ml）で、63名（73.3%）では VLが検出限界以下（VL<400 copies/ml）
であった。 
(2) 治療成功群と失敗群の間で、治療開始前の VL、CD4+ T細胞数や臨床ステージ、ＡＲＴ開始年
齢または処方薬に有意な差は認められなかった。 
(3) VL>5,000 copies/mlの児 14名全員と VL 1,000-5,000 copies/mlの児 4名のうち 1名のウイ
ルスに治療開始後 2 年以内に逆転写酵素阻害薬耐性変異が検出されたが、治療成功例（VL 
<1,000 copies/ml）のウイルスには検出されなかった。 
(4) Y181C と M184V/I が、それぞれ最も高頻度に検出される非核酸系と核酸系逆転写酵素阻害薬
耐性変異であった（86.7%）。 
 
 以上の結果から、開発途上国では治療開始後 24 ヶ月での血中ウイルス量測定がＡＲＴ失敗例
を効率よく鑑別するのに有効なことが示唆された。 
 
 本研究は、ほとんどの HIV 感染者／エイズ患者が生活している開発途上国において、小児における
一次 ART 効果の効率よい鑑別法を明らかにした労作と評価され、学位に値すると判断された。 
